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まちづくりに関する市町村アンケートの結果 

 

【調査の概要】 

■調査の目的 

道内の市町村のまちづくりなどの意識や取組状況を調査し、「北の住まいるタウン」の取組

に関する進捗状況を把握するとともに、今後の「北の住まいるタウン」の施策形成に反映さ

せることを目的とする。 

 

■調査項目 

１．コンパクトなまちづくりに関する取組状況について 

２．低炭素・資源循環に関する取組状況について  

３．生活を支える取組に関する取組状況について  

４．防災に関する取組状況について  

５．「北の住まいるタウン」の取組について  

６．将来を見据えた地域づくりについて  

７．その他、意見・要望について 

 

■調査期間 

令和３年８月２日～令和３年９月２日 

 

■調査回収状況 

有効回答 １６２市町村（全１７９市町村 回答率 90.5％） 
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まちづくりに関する市町村アンケートの調査結果 

 

１．コンパクトなまちづくりに関する取組状況について                

問１－１ コンパクトなまちづくりに関する計画の策定状況（複数回答） 

 

 

 

 

問１－２ コンパクトなまちづくりに向けた現在の取組状況（複数回答） 

 

 

  

コンパクトなまちづくりに関連して地域公共交通網形成計画などの
地域交通に関する計画

総合計画の中でコンパクトなまちづくりの考え方

都市計画マスタープランの中でコンパクトなまちづくりの考え方

創⽣総合戦略の中でコンパクトなまちづくりの考え方

コンパクトなまちづくりに向けて⽴地適正化計画

公共施設等総合管理計画など公共施設の適切な維持管理や
配置に関する計画

37.7 

38.9 

24.7 

11.1 

81.5 

23.5 

8.6 

8.0 

9.3 

21.6 

3.1 

27.2 

53.7 

51.2 

66.0 

66.7 

15.4 

49.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R03

R03

R03

R03

R03

R03

計画策定済み 検討中 未検討 無回答

道路、公園、街路空間等の公共空間の利活⽤

空き家・空き店舗などをおためし居住や
移住の受け皿としての活⽤

公共施設や⽣活利便施設等の都市機能の集約化

公営住宅の集約化による管理⼾数の削減

まちなかへの公的・⺠間賃貸住宅の整備促進

まちなかへの⾼齢者向け住宅等の整備促進

34.6 

52.5 

52.5 

27.2 

12.3 

43.2 

17.3 

15.4 

15.4 

9.9 

16.7 

13.0 

27.8 

13.6 

13.6 

33.3 

31.5 

30.9 

20.4 

17.3 

17.3 

29.0 

38.9 

12.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R03

R03

R03

R03

R03

R03

取組中 今後検討予定 必要性を感じているがまだ検討していない 検討を要しない 無回答

・公共施設の適切な維持管理や配置に関する計画（81.5％） 

・都市計画マスタープランの中でのコンパクトなまちづくりの考え方（38.9％） 

・公営住宅の集約化による管理戸数の減少（52.5％） 

・まちなかへの公的・民間賃貸住宅の整備促進（52.5％） 

・空き家、空き店舗などをお試し居住や移住の受け皿としての活用（43.2％） 
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問１－３ コンパクトなまちづくりに向けた取組についての課題・問題点（複数回答） 

 

 

  

・住民等の合意形成における十分な効果等説明（52.5％） 

・推進体制・スペシャリスト・コーディネーターの不足（42.0％） 

・利害関係者等の調整（38.9％） 
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２．低炭素・資源循環に関する取組状況について                   

問２－１ 低炭素化・資源循環に関する計画の策定状況（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

・地球温暖化対策に係る地方公共団体実行計画（58.6％） 

・省エネビジョン、新エネルギービジョン（35.8％） 

地球温暖化対策に係る地方公共団体実⾏計画

公共建築物等における⽊材利⽤の促進に向けた
市町村地域材利⽤推進方針

省エネビジョン、新エネルギービジョン 35.8 

58.6 

23.5 

13.6 

10.5 

8.6 

50.0 

30.2 

66.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R03

R03

R03

計画策定済み 検討中 未検討 無回答
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問２－２ 低炭素化・資源循環に関するまちづくりに向けた現在の取組状況（複数回答） 

 

 

  

地域での電⼒や熱の共有化

公共施設への蓄電池や蓄熱システムの導入促進

エネルギー消費量・⽣産量の⾒える化（HEMSの導入など）の促進

エネルギー収支ゼロを目指す建築物（ZEB,ZEH）の推進

ＥＶ⾞等クリーンエネルギーを活⽤した次世代⾃動⾞の普及

地中熱や雪氷冷熱の活⽤

⽊質バイオマスや家畜糞尿系バイオマスの活⽤

下水道・⽣ゴミ・工場廃熱の活⽤

公共建築物等の建築において、地域材の利⽤

建築物等へのコージェネレーションシステム導入促進

建築物などの⾼断熱・⾼気密化

省エネ家電の導入や省エネ⾏動の推進

太陽光発電や風⼒発電の活⽤

42.6 

37.0 

51.2 

29.6 

34.0 

21.0 

42.6 

4.9 

4.3 

16.7 

9.3 

6.8 

21.6 

6.2 

7.4 

11.7 

13.0 

14.2 

8.6 

11.7 

6.8 

10.5 

11.7 

6.2 

12.3 

8.6 

29.6 

35.2 

17.9 

24.7 

30.9 

35.8 

23.5 

50.0 

46.9 

45.7 

51.9 

47.5 

44.4 

20.4 

19.8 

19.1 

31.5 

21.0 

34.0 

21.6 

37.7 

37.7 

25.9 

32.7 

33.3 

25.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R03

R03

R03

R03

R03

R03

R03

R03

R03

R03

R03

R03

R03

取組中 今後検討予定 必要性を感じているがまだ検討していない 検討を要しない 無回答

・太陽光発電や風力の活用（51.2％） 

・建築物などの高断熱・高気密化（42.6％） 

・公共建築物等の建築において、地域材の利用（42.6％） 
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問２－３ 低炭素化・資源循環に関するまちづくりに向けた取組についての課題・問題点（複数回答） 

 
 

  

・計画策定や事業実施の方法等に関する情報不足（53.7％） 

・推進体制・スペシャリスト・コーディネーターの不足（48.1％） 

・効果等事例の情報不足（42.6％） 



資料２ 

7 
 

３．生活を支える取組に関する取組状況について                   

問３－１ 生活を支える取組に関する取組状況（複数回答） 

 

 

  

地域コミュニティの維持、活性化

移住、定住の支援

ワーケーションの支援

宅配業務の支援

ＭａａＳ等次世代交通モビリティの仕組みづくり

身近な商店街の賑わいづくり

⽣活バス路線の維持に向けた対策

コミュニティバスや乗合タクシーの導入、スクールバスの活⽤など
住⺠の利便性を考慮した地域交通の確保

⾃動運転導入に向けた検討

IoTやAI、ロボットなどの未来技術の活⽤の検討

買い物弱者対策

⾼齢者などの通院支援

⾼齢者などの⾒守り支援

55.6 

81.5 

88.3 

55.6 

87.7 

79.6 

70.4 

88.9 

32.7 

13.0 

8.0 

1.9 

21.0 

12.3 

4.3 

1.9 

11.1 

4.3 

13.0 

6.2 

3.1 

25.3 

8.0 

11.7 

4.9 

15.4 

25.3 

9.3 

6.8 

24.1 

3.7 

3.7 

16.7 

6.2 

29.6 

46.3 

48.8 

51.9 

37.7 

5.6 

3.7 

2.5 

7.4 

3.7 

3.1 

4.9 

0.6 

11.1 

29.0 

30.9 

41.4 

26.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R03

R03

R03

R03

R03

R03

R03

R03

R03

R03

R03

R03

R03

取組中 今後検討予定 必要性を感じているがまだ検討していない 検討を要しない 無回答

・移住、定住の支援（88.9％） 

・高齢者などの見守り支援（88.3％） 

・生活バス路線の維持に向けた対策（87.7％） 
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問３－２ 生活を支える取組についての課題・問題点（複数回答） 

 

 

  

・推進体制・スペシャリスト・コーディネーターの不足（46.9％） 

・関係機関等の連携（39.5％） 

・計画策定や事業実施の方法等に関する情報不足（38.3％） 
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４．防災に関する取組状況について                         

問４－１ 防災に関する取組状況（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

⺠間企業等と災害時防災協定

防災関連計画との整合を図り、ハザードマップによる検証を踏まえた
災害リスクの低いエリアへの公共施設や既存市街地の移転など
中・⻑期的な戦略づくり

公共施設の大地震・津波被災を抑止する対策や蓄電池や
新エネルギーを導入するなど、災害時においても、地域ごとに住⺠の安全や
都市機能を最低限保持できるような防災拠点づくり

災害時において、再⽣可能エネルギーがバックアップ電源として
平時同様に有効に機能するよう、活⽤場面や可能性について

コミュニティづくりの推進方策の一環として
防災活動の推進や防災教育の取組の充実

21.6 

37.0 

10.5 

72.8 

89.5 

20.4 

16.0 

17.9 

6.8 

2.5 

45.7 

38.3 

52.5 

16.0 

1.9 

11.1 

7.4 

17.9 

3.1 

4.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R03

R03

R03

R03

R03

取組中 今後検討予定 必要性を感じているがまだ検討していない 検討を要しない 無回答

・民間企業等と災害時防災協定（89.5％） 

・コミュニティづくりの推進方策の一環として防災活動の推進や防災教育の 

取組の充実（72.8％） 
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５．「北の住まいるタウン」の取組について                      

問５－１ 「北の住まいるタウン」の基本的な考え方について知っているか 

 

 

 

 

問５－２ 「北の住まいるタウン」の考え方の普及啓発のために実施を希望する取組（複数回答） 

 

 

 

  

「北の住まいるタウン」の基本的な考え方について知っていますか。 61.7 37.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R03

知っている 知らない 無回答

まちづくりセミナー

事例⾒学ツアー

５地域まちづくりセミナー(H30)、出前講座(R3)

北の住まいるタウン実践ガイドブックWEB版

北の住まいるタウン「支援事業一覧」（上記WEB版内）

まちづくりメイヤーズフォーラム 33.3 

58.0 

58.6 

43.8 

42.6 

40.1 

64.2 

40.1 

38.3 

54.3 

54.3 

56.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R03

R03

R03

R03

R03

R03

知っている 知らない 無回答

・知っている（61.7％） 

・事例見学ツアー（58.6％） 

・まちづくりセミナー（58.0％） 
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６．将来を見据えた地域づくりについて                       

問６－１ 10～30 年先の将来を見据えた地域づくりを進めていく上での地域の魅力や課題 

問６－１－① あなたの地域の魅力を教えてください（自由記載） 

 

 

  ・自然・景観（58.6％） 

・食・一次産業（43.8％） 

・その他（30.2％） 

  ○バイオガスプラント 

○自然災害が少ない 

○日本有数の馬産地 

○コンパクトなまちなみ 

○豊富な水資源 

○寒さ 

○国指定重要文化財などの特色ある歴史・文化 

○子どもから高齢者まで誰もが安心して暮らせるまち 
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問６－１－② 地域が抱えている課題を教えてください（自由記載） 

 

 

  

・人口減少・少子高齢化（72.8％） 

・労働力不足（27.8％） 

・その他（35.8％） 

 ○ごみ処理など環境負荷を減らした循環型社会の形成 

○不漁による関連産業の低迷 

○大都市、中都市との交通の利便性に乏しい 

○人口規模に応じたコンパクトなまちづくり 

○市街地が点在しているため、同種の公共施設が複数存在している。 

○若い人材のコミュニケーションの不足 

○外国人の転入や外国資本がもたらす環境の変化 

○災害対策 

○小中学校の統廃合 
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問６－１－③ 地域でいま力を入れている取組を教えてください（自由記載） 

 

 

  ・産業振興（１次・観光）（38.3％） 

・まちづくり（36.4％） 

・移住、定住・ワーケーション（30.2％） 

・その他（25.9％） 

 ○DX 化推進 

 ○バイオマスエネルギー 

 ○コロナ禍における経済対策 

 ○雪冷熱エネルギーの活用 

 ○地域公共交通 

 ○町内会加入促進の取り組み 
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７．その他、意見・要望について                          

問７－１ 「北の住まいるタウン」の取組の推進に向けて、普及啓発のほか、効果的な道の

支援についての主な意見・要望 

 ・振興局は異なるが同じような人口規模の町村が、情報交換できる場の設置。 

 ・引き続き、メイヤーズフォーラムやセミナーによる情報の提供。 

 ・事業周知の継続と代表的な事例による普及啓発。 

 ・人材面、資金面での支援及び首長への継続的な情報提供等。 

 

問７－２ 「北の住まいるタウン」の取組において、今後、充実、改善すべき主な意見 

 ・新型コロナの感染症により、移動制限が有る場合、視察及び出張は困難であるため、研

修及び説明会における WEB 会議の活用。 

 ・地域の状況や課題は、その町に住んでいる住民が一番理解しており、行政と住民が交流

出来る場を提供し、課題解決に向けて協力していくことが大切。行政と地元住民及び企

業が交流できる、ワークショップや意見交換会の充実。 

 ・３つの課題をまとめて１つにして考えることによるメリットがあまり感じられないの

で、簡単にイメージできるようなわかりやすい事例の提供。 

 ・今後も自治体の職員が参加しやすい事業の継続。 


